
東
電
の
発
表
し
た
図
に

見
る
よ
う
に
汚
染
水
の
海

洋
放
出
計
画
案
は
わ
ざ
わ

ざ
沖
合
ま
で
ト
ン
ネ
ル
を

掘
っ
て
海
底
か
ら
放
出
し

ま
す
。
こ
れ
は
住
民
の
安

全
の
為
で
は
な
く
、
沖
合

海
底
深
く
放
出
す
る
こ
と

に
よ
り
拡
散
さ
せ
、
表
水

の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
で
検
出

し
に
く
く
さ
せ
る
た
め
で

す
。
潮
流
に
よ
る
汚
染
水

拡
散
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
と
ア
セ
ス
を
情
報
公
開

し
民
意
を
問
う
べ
き
で
す
。

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
こ
の
「
汚
染
水
」
は

事
故
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ

た
炉
心
を
循
環
し
た
「
地
下

水
」
で
あ
る
こ
と
で
す
。
放

射
性
核
種
の
み
な
ら
ず
、
地

下
水
の
泥
や
事
故
時
注
入

し
た
海
水
の
塩
分
、
さ
ら
に

は
炉
心
材
料
の
金
属
片
も

混
る
と
い
い
ま
す
。
『
「
サ

リ
ー
（
セ
シ
ウ
ム
除
去
装
置
）
」

か
ら
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
」
ま
で
』
、

緊
急
の
対
策
を
担
っ
て
き

た
現
場
技
術
者
・
作
業
員
の

苦
闘
は
計
り
知
れ
な
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、

「
ト
リ
チ
ウ
ム
の
除
去
」
は

多
核
種
除
去
設
備
で
は
不

可
能
で
す
。

海
に
は
絶
対

に
流
さ
な
い
と
の
方
針
で

「
巨
大
タ
ン
ク
設
置
」
や

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
固
化
」
方

針
へ
の
転
換
が
必
要
で
す
。
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東
京
電
力
は
八
月
二
四
日
、
福
島
第
一
原
発

事
故
で
発
生
し
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
（
多
核
種
除
去
設

備
）
処
理
汚
染
水
に
つ
い
て
の
海
洋
放
出
の
具

体
的
計
画
案
を
公
表
し
ま
し
た
。
東
京
電
力
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
『
多
核
種
除
去
設
備
等
処
理
水

の
取
扱
い
に
関
す
る
検
討
状
況
（
概
要
）
』
に

よ
る
と
、
福
島
原
発
か
ら
沖
合
約
一
キ
ロ
ま
で

海
底
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
放
水
立
坑
と
沖
合

を
結
び
約
一
二
㍍
の
海
底
か
ら
、
海
水
で
薄
め

た
汚
染
水
を
放
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

東
電
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

d210826_06-j.pdf
(tepco.co.jp)

放水立坑

処理汚染水タンク群

海水取り入れ口

放
出
立
抗

海水で薄めて
海底トンネル

海中に放出

ALPS 処理汚染水

タンク群

海水で薄めても

放射能総量は変

わりません

海底に放出口

海
底
ト
ン
ネ
ル
へ

海水で薄めるので、密度が

海水とあまり変わらず、放出

水は拡散すると思われます。

東
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
が
公
表

し
た
放
射
能
汚
染
水
は
現
在
一
二

七
万
立
方
㍍
あ
り
、
そ
の
う
ち
約

六
九
％
を
「
処
理
途
上
水
」
と
し

て
い
ま
す
。
線
量
限
度
一
㍉
シ
ー

ベ
ル
ト
／
年

の
数
倍
か
ら
二
万

倍
に
迫
る
高
濃
度
の
汚
染
水
で
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
や
セ
シ
ウ

ム
１
３
７
な
ど
危
険
な
核
種
が
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
ト
リ
チ

ウ
ム
に
つ
い
て
は
除
去
出
来
な
い

と
さ
れ
、
約
八
六
〇
兆
ベ
ク
レ
ル

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

https://www.tepco.co.jp/decommission/information/committee/roadmap_progress/pdf/2021/d210826_06-j.pdf


図②

図③

最
初
か
ら

風
評
被
害
を
想
定

政
府
は
八
月
二
四
日
関

係
閣
僚
会
議
を
開
き
、
反

対
す
る
漁
業
者
へ
答
え
る

形
で
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染

水
の
海
洋
放
出
に
伴
う
当

面
の
風
評
対
策
を
ま
と
め

ま
し
た
。

①
漁
業
者
向
け
の
基
金
を

創
設
し
、
一
時
的
に
冷
凍

で
き
る
水
産
物
を
買
い
取

り
市
況
の
回
復
を
待
っ
て

販
売
す
る
。

②
東
電
が
被
害
実
態
に
見

合
っ
た
賠
償
を
実
施
。

③
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国
際
原
子

力
機
関
）
に
よ
る
安
全
性

の
検
証
要
請
。

な
ど
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

③
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

九
月
六
日
に
事
務
次
長
が

来
日
し
、
十
二
月
に
も
調

査
団
を
派
遣
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
て
い
て
政
府

と
の
協
力
体
制
が
見
て
取

れ
ま
す
。

異
様
な
の
は
予
定
の
二

年
も
前
に
「
風
評
被
害
」

が
起
こ
る
こ
と
を
想
定
し
、

基
金
を
創
設
し
て
ま
で
海

洋
放
出
し
ょ
う
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
ト
リ
チ
ウ

ム
の
有
害
性
（
「
天
恵
の

海
」
二
一
〇
号
、
二
一
七
号
、

二
二
一
号
、
二
二
二
号
）
に

つ
い
て
は
様
々
な
議
論
が

あ
り
、
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
い
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
を
一
切
無
視
し
て

問
題
は
な
い
と
す
る
と
こ

ろ
に
、
福
島
第
一
原
発
事

故
以
前
の
「
安
全
神
話
」

の
復
活
が
垣
間
見
え
ま
す
。

事
故
は
起
こ
っ
て
も
安
心
、

と
す
る
「
安
全
神
話
」

事
故
以
前
の
「
安
全
神

話
」
が
事
故
は
起
こ
ら
な

い
か
ら
安
全
と
し
た
の
に

対
し
、
現
在
は
事
故
が
起

こ
っ
て
も
安
心
、
と
す
る

と
こ
ろ
が
姑
息
で
す
。

「
風
評
対
策
」
に
は
大

消
費
地
で
の
説
明
会
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
、
流
通
業

者
へ
の
説
明
、
各
国
政
府

へ
の
安
全
性
の
説
明
な
ど
、

安
心
の
為
の
情
報
発
信
の

必
要
性
が
多
く
盛
り
込
ま

れ
て
い
て
、
「
原
子
力
ム

ラ
」
健
在
を
印
象
づ
け
ま

す
。
騙
さ
れ
な
い
こ
と
が

大
事
で
す
。

公
表
さ
れ
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
汚
染
水
の
海
洋
放
出
計

画
案
は
、
沖
合
い
の
海
底
か
ら
放
出
す
る
も
の
で
再
処
理
工

場
と
同
じ
で
す
。
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
で
は
、
図
①
の
よ
う

に
沖
合
い
三
㌔
ｍ
、
深
さ
約
四
〇
ｍ
の
海
底
の
内
径
約
七
・

五
㌢
の
管
か
ら
上
向
き
に
約
五
・
六
㍍
／
秒
で
、
ト
リ
チ
ウ

ム
を
主
と
す
る
汚
染
水
（
淡
水
）
を
放
出
し
ま
す
。
な
ぜ
政

府
や
東
電
・
原
燃
は
こ
の
よ
う
な
海
洋
沖
合
海
底
放
出
方

式
を
採
用
す
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
放
出
口
か
ら

の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
困
難
に
し
、
仮
に
高
濃
度
の
汚
染
水
を

流
し
て
も
分
か
ら
な
く
な
る
か
ら
で
す
。
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図
②
は
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
が
行
わ
れ
て
い

た
二
〇
〇
七
年
一
〇
月
の
日
本
原
燃
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
リ
チ
ウ
ム
放
出
実
績
デ
ー
タ
で

す
。
一
〇
回
（
一
日
一
回
）
に
亘
っ
て
計
五
八

〇
〇
立
方
㍍
、
五
二
三
兆
ベ
ク
レ
ル
も
の
ト
リ

チ
ウ
ム
が
流
さ
れ
ま
し
た
。

図
③
は
、
一
〇
月
三
日
と
一
〇
日
に
行
わ
れ

た
青
森
県
と
原
燃
の
実
施
し
た
海
水
中
の
ト
リ

チ
ウ
ム
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
検
査
報
告
で
す
。
ト

リ
チ
ウ
ム
濃
度
は
六
サ
ン
プ
ル
の
全
て
で

「
Ｎ
Ｄ
：
不
検
出
・
検
出
限
界
値
（
二
ベ
ク
レ

ル
／
㍑
）
以
下
）
」
と
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
同
じ
図
③
の
一
〇
月
一
〇
日
に
は
、

青
森
県
・
原
燃
の
採
取
地
点
よ
り
遠
い
北
へ
二
五

㌔
㍍
の
東
北
電
力
東
通
原
発
沖
合
い
で
「
四
ベ
ク

レ
ル
／
㍑
」

が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
原
因

は
再
処
理
工
場
か
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
原
燃

も
認
め
て
い
る
の
で
す
。

な
ぜ
青
森
県
・
原
燃

が
調
べ
た
放
出
口
直
上
、
南
北
五
㌔
㍍
、
二
〇
㌔

㍍
地
点
で
は
検
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
？

ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験
燃
料
せ
ん
断
処
理
が
行

わ
れ
た
三
年
間
の
海
水
五
〇
～
六
〇
回
の
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
も
全
て
同
じ
Ｎ
Ｄ
で
し
た
。

図①：六ヶ所再

処理工場の海

底放出口

こ
の
事
に
つ
い
て
私
達
は
原
燃
に
何
度
も
デ
ー

タ
操
作
の
疑
惑
も
含
め
説
明
を
求
め
ま
し
た
が
、

「
法
に
則
り
調
べ
て
い
る
」
と
の
回
答
だ
け
で
す
。

こ
の
例
か
ら
、
福
島
第
一
原
発
汚
染
水
の
海
洋
放

出
に
つ
い
て
も
海
水
の
ト
リ
チ
ウ
ム
濃
度
で
不
都

合
な
デ
ー
タ
が
操
作
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。


